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＜ビキニ被ばく訴訟＞ 高知地裁が証拠保全で土佐清水に出張法廷

６月 17 日、５人の原告が在住する土佐清水市の

中央公民館で、証拠保全として証人尋問が行われ

ました。これは、原告の方たちが証言できなくな

る前に証拠として事前に証言を集めておこうとす

るものです。当日は原告側は８名の弁護士と修習

生１名が参加しました。被告代理として４名の弁

護士が参加しました。裁判官は３名です。と言っ

ても、証拠保全の場は非公開で、私は控室で待機

していました。 

 終了後に記者会見が行われました。その中では

船員の方は、港について船体に灰が付いていたこ

と、マグロの被爆線量を調べられ、捨てるように

言われたこと、船倉の下の方のものは大丈夫だっ

たが、上の方のものは線量の数値が高かったこと

などを話されました。また、被告側からの反対尋

問では、いつ被災したことを認識したのか。当時

操業中に、被災について他の船との連絡を取り合

っていたのか。またいつ実験のことを知ったのか。

水爆実験当時、何をどこまで見たのか。入院した

のはいつだったのかなどの質問を受けたというこ

とでした。 

横山さんは、一緒にいた仲間の何人もが白血病

で亡くなっていること、ガンで死んだ人もいるこ 

とを語り「みな、えい人らばっかりやった、どうし

て若くして死んだのか、私は水爆実験のせいだと

思いますよ。」と訴えました。谷脇さん最後に「私

やみんなの願いが届くことを祈っています。」と語

られました。 

 長い間、二つの裁判について、裁判そのものを

どこでするのか、高知でするのか東京なのかとい

うことで時間をとりましたが、労災を見冷めない

決定の取り消しを求める裁判は東京で行い、被爆

による損失補償を求める裁判は高知で行うことと

なり、双方での裁判が動き始めました。(濵田) 

 

 

 

 

 

 

 

 

横山幸吉さんへのインタビュー 
 

幡多地域にお住いの元船員さんにお話を伺う機

会はあまりありませんので、「出張法廷」がおこな

われたときに、合わせてお話を伺いました。 

・中学校の時に、進路として幡多農業に行きたか

ったけど、担任の教師に長崎に行くように言わ

れた。半分強制だ。別のクラスはそうでもなか

ったが。長崎ではトンネルのようなところで潜

水艦の部品を作っていた。8 月 9 日、爆発があ

って、外に出て行ったら火の海になっていた。

人を押しのけて山へ逃げていった。 

・人が集まっているところで四・五日いたのでは

ないか。友達に、記者が動いていること、それで

高知に帰れるのではないかという話を教えても

らって、汽車と船でようよう帰ってきた。広島
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で停車した時に、汽車から降りて噴水のような

ところで水が出ていたので飲んだ覚えがある。 

・17 歳の時室戸の２号良栄丸に乗った。続いて 3

号良栄丸。21 歳の時に乙一の免除をとった。船

員同志会が講習をよくやっていた。ある時に高

取丸の機関長に「どこかあてがあるのか、うち

にのってくれんか」と言われたが、その件は舛

田さんにすすめて、自分は良栄丸に残った。26

歳くらいの時に 5 号良栄丸に機関長で乗ってい

た。 

・そのあと、ビキニの時(1954 年 3 月)には 11 号

冨佐丸に 2 年くらい乗った。その後に浦賀で頼

まれて龍歳丸に 2 航海乗った。100t くらいの船

だったと思うが、その時のことが船員手帳に記

録がないので、その時の二航海は年金の対象に

もなっていないので、調べてもらったらありが

たい。 

・その後、良栄丸に帰って来てくれと言われたが、

木屋さんにそっちを頼んだ。その時 11 号良栄は

升田政行さんが船頭で日本一の水揚げをやった。 

・その時は、自分は、日魯漁業(三浦三崎)の黒潮丸

400t に乗った。2.5 人前だった。 

・31 才の時に 11 号孝栄丸に乗った。船頭は鬼の

孝栄と言われたスケヤン(谷祐利)だった。スケ

ヤンとは新潟にエンジンを見に行ったりした。

この時もいろいろあった。若いもんが喧嘩をし

て片腕を大けがしたことがあり、コロンボに入

港したことがある。 

・15 号良栄に戻ったときのこと。機関故障したと

きがあり機械をばらして阪神鉄工所で直したが、

その時、若いしを、埋め合わせをするからと言

って休みなしで働かせたことがあった。しかし

直ったら、担当がすぐに船を出せというので、

「休みを取るという約束だった」とケツをまく

ったこともあった。 

・35 歳でマグロ船を下りて神戸の「扶桑海運」の

貨物船の機関長として 55 歳まで乗った。 

・良栄丸の船頭をしていた田中廣はこの間亡くな

った。酒もそう飲まんし、仕事はできるし兄貴

分でえい男だった。室戸は働きやすかった。よ

かったよ。 

・けんど、みん

な癌やらで

早く死んで

いる。白血病

も多いと聞

いている。 

 (2022.06.17 

土佐清水市公

民館  濵田聞

き取り) 

 

 

 
※横山さんに、室戸の船員さんで知

り合いの人がいないかを見てもらい

ました。 
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